
第 10 回 ACC マラソンコンテスト 2025 

 
主催：インターナショナルアワードチェイサーズクラブ（ACC）10-4-139 
期間:  8 月 25 日（月）0:00J〜8 月 31 日（日）23:59J（ハムフェア終了の翌日から 7 日間） 
対象:  国内外の個人アマチュア無線局（一般社団局、一般記念局、SWL は除く） 
    ただし、ACC の開設している次の社団局 JN1YMP・JN1ZGI・JI2YZV・JE4YOL は

個人局と同様参加できる（日付が変われば交信可能） 
使用周波数:  全アマチュア無線バンド( WARC バンドを除く)  
部門/コード：ACC メンバー局、一般局に、それぞれ電信電話のアナログモード部門と、デジタ
ル(FT8)部門を併設する。。      

部 門 コード 部 門 コード 

メンバー局 一般局 
電信電話 ＭＡ 電信電話 ＡＡ 

デジタル ＭＤ デジタル ＡＤ 

 
参加資格: 全てのアマチュア無線局 (一般社団局、一般記念局、SWL は除く） 
呼出方法: 電信「CQ  ACC  TEST」、電話「CQ ACC コンテスト」、デジタル「CQ ACC」 
交信方法:  RS(T)＋ACC メンバーはナンバー又は、M をつけて交信,一般局は RS(T)のみ 

デジタルは TX にて ACC ナンバー送信する。 
禁止事項: 呼出周波数の使用禁止、クロスバンドによる交信、2 波以上の同時電波発射。 

・レピーターの使用、同一局との重複交信、ロールコールでの交信(開始前、終了後は可)。 
・ACC クラブ局以外のマルチオペレーターによる運用。  
・自局の運用を Web クラスター等にセルフスポッティング及び第 3 者に依頼。 
・コンテストの交信は、CQ コンテストを送出し、それに応答した局との交信に限り、 

一方的にコンテストナンバーを送出する行為。 
注意事項: 同一局との交信は期間中を通じてモード又は運用場所が異なってもメンバー局、 

一般局とも各1 回交信できる。ただし、ACC クラブ局に限り、期間中に前日までと異なる
都道府県または振興局( 支庁) で運用すれば、別扱いとする。 

   例：ある ACC クラブ局が１・２・７日目は東京都、３・４日目は群馬県、５・６日
目は茨城県で運用すれば、それぞれの都道府県単位で別局扱いになる 

       北海道の場合は振興局（支庁）単位とする 
 
 
 



 
得点計算:  

メンバー局との交信 10 点コールサインに A または C が含まれていれば＋10 点で 20 点 
一般局との交信 1 点 コールサインに A または C が含まれていれば＋10 点で 11 点 

   ※コールサインに A または、C が含まれていれば（１文字に対して+10 点） 
例：メンバー局、JA1DTS, JJ1CWX 局は A または C が含まれているので＋１０点で 20 点 
例：メンバー局、JA1ECU, JA1CUH 局は A または C が２文字あるので＋２０点で 30 点 
例：一般局、JE1AGN, JH1CMG 局は A または C が含まれているので＋１０点で 11 点 
例：一般局、A または C が含まれていない局は、1 点、一般局同士でも交信可能。 
 
マルチプライヤー:運用日数最大 7 日 
チェックリスト:交信局数が 100 局以上はチェックリストを提出すること。 
必要条件:ACC メンバー局との交信を 3 局以上含み、交信局数が 5 局以上とする。 
郵送: JARL サマリーシート・ログシート（A4 版）または、同形式。 
  参加証希望の場合は SASE（定形最大の⻑ 3 封筒に宛名を記入して 110 円切手を 

貼付け）を同封してください。 
郵送での申請先:   〒273-0021 千葉県船橋市海神 3-23-51-201  太田公一  （JF1IZZ） 
E メールの場合: JARL 形式でメール本文に添付またはエクセル、CSV ファイルの添付して 
送ってください。 E メールで提出した局には参加証の添付 pdf ファイルを送る。 
E メール宛先:  acc_contest@outlook.com 
締切：9 月 19 日（金） 必着 
失格事項: 提出書類の不備、虚偽の報告、交信局数が 100 局以上でチェックリストなし 

表彰:  メンバー局、一般局共に上位３位までを表彰し賞状を贈る 
結果発表:  審査終了後、ACC HP に発表  

 


